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中国西南少数民族における漢服受容のジレンマ 
To Dress or Not To Dress:  

Body Representations of the Ethnic Minorities  
on China’s Southwestern Frontiers 

の住民は教化されており、成熟 

した衣冠制度に従い生活を送 

る。一方、辺境地で生活する「野蛮人」は、「文明人」に

衣装の本当の意味を知らないと思われていた。本報告

では、近代中国の中央政権が、如何にして官製の衣冠

制度を、西南少数民族（とりわけ、現在の貴州省）に導入

し、それを帝国、又は国の統治下に置いたのかに焦点を

当てて論じる。 

衣装には人間の社会的地位や社会的ルールが反映され

る。中国における衣装着用に関する初期の規則は、儒教

の古典に由来した。それは人々の社会階級に対する理

解に深く根を下ろした。例えば、中国の「衣冠制度」には、

国づくりの規範や儒教を基にした社会的秩序が映し出さ

れている。文明—野蛮という二元論によれば、中原地域  


